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１．研究計画の概要 
表情表出の際の顔面表面の動きや顔の３

次元形状に個人差があることに着目し、静止
画像だけでなく、動画像や３次元レンジデー
タを処理対象として、なりすましにロバスト
な個人認証システムの開発を行う。 
この実現のための要素技術として、顔面表

面の特徴検出方法や、三次元レンジデータの
正規化手法の検討を行う。また、この方式を
応用した顔面のマーカレスモーションキャ
プチャや、顔のＣＧ合成方式に関しても検討
を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 (1)2006年度の進捗 
 動画像中に含まれる個人特徴のパラメー
タ抽出を試みた。本システムは周波数成分の
絶対値に着目しているため、被写体のゆっく
りとした動きや位置の誤差に左右されない
安定でロバストなシステム構成が可能とな
った。 
 顔の三次元構造を利用した個人認証シス
テム構成を試みた。レンジスキャニング装置
に顔を挿入する必要があり、被験者への負担
は大きいが、認証率 99%以上を実現し、高い
性能で、個人認証が実現可能であることを確
認した。 
 
(2)2007年度の進捗 
 顔の三次元形状に対して整合された三次
元メッシュモデルの頂点座標に対して主成
分分析を行い、その主成分得点を特徴量とし

て使用するシステムを構築した。 
 顔の撮影後、位置の正規化・傾きの正規
化・大きさの正規化を行った上で、認証実験
を行った。2782 人の三次元顔形状データベ
ースを用い、全員を登録者とする認証実験を
行った結果、EERは 4.53(%)となった。また、
登録人数を 15 人に削減した場合、EER は
2.32(%)となり、高精度の個人認証を実現でき
た。 
 
(3)2008年度の進捗 
顔の三次元形状の特徴を利用した特徴点
抽出アルゴリズムの開発を行った。 
目、鼻、口、顎輪郭を推定し、特徴点抽出精
度を向上させる試みを行った結果、手動ラベ
リングによる正解値に対して、鼻領域で
95.8%、口領域で 81.0%の成功率を実現した。 
表情変化時の微細な変化を定量化するた
めに特徴点の変動を画素単位の細かさで追
跡する方法を開発した。これにより標準ワイ
ヤフレームを表情変化時の皺や顔の凹凸変
化もリターゲット可能な方式を開発した。そ
の結果、表情変化を自動にモデル化でき、平
均顔動画像の合成が実現された。この動的特
徴点追跡を HD動画像に適用し、作り笑いと
自然な笑いの識別を実現したところ、認識率
はオープンテストで 72％と高かった。 
年齢・性別事の平均顔を作成・特徴の定量
化を行い、入力された顔画像の年齢変化シミ
ュレーションが実現できた。この方式は、年
齢変化による個人認証精度の低下をノーマ
ライズ可能な方式として有効である。 
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３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
 
３次元レンジデータに基づく顔認証に必

要なアルゴリズムは構築を完了しており、す
でに顔データベースに対する評価結果から、
高い認証精度を達成している。顔の特徴点抽
出技術に関しては、レンジデータからの３次
元特徴量とテクスチャを併用することによ
り、高い精度で目、鼻、口などの顔特徴点を
ロバストに抽出することが可能になった。 
また顔動画像の特徴点に関しては、無表情

から特定表情への変化を伴うビデオ映像を
対象にして、特徴変化を画素単位で追跡可能
であるロバストなアルゴリズムを提案した。
この特徴点追跡技術を応用して個人の特徴
を反映する皺や表情変化時の凹凸もＣＧ再
合成可能な方式を提案した。 
また、これらの要素技術を応用して、自然

な笑いと作り笑いを区別するアプリケーシ
ョンシステムの実現や、被験者の年齢・性別
特徴を定量表現し、合成画像としてシミュレ
ーションするシステムに関しても提案も行
っており、当初予定した研究計画をクリアし
て、その応用分野にも踏み込んだ研究成果を
あげている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
３次元レンジセンサの性能向上のため、新し
い方式のレンジセンサの開発を実施する。こ
れはビデオカメラ３台用いて、光切断法によ
り測定精度を高めつつ、レンジデータ構成の
計算時間を大幅に短縮したものである。同時
に高精細なテクスチャ画像を得ることがで
きるため、認証システム構成に有効である。
また、動的な特徴変化をとらえるべく、従来
１枚の動画像に対して適用していた特徴点
追跡アルゴリズムを、複数台のビデオ映像に
適用して、３次元の動的特徴量の追跡システ
ム構築を試みる。また、年齢・性別の特徴を
顔形状およびテクスチャ情報として表現し、
これらの情報をノーマライズした画像に対
して認証システムを構成し、年齢変化にもロ
バストな個人認証システムの構築や、アプリ
ケーションとしての加齢変化のＣＧ顔合成
方法に関しても検討を進める。 
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